
１．研究課題名 

  複合微生物解析による環境質評価のための迅速・網羅的微生物検出・定量技術の開発 

 

２．研究代表者氏名及び所属        

   関口 勇地（独立行政法人産業技術総合研究所） 

   

３．研究実施期間 

   平成17年度～平成18年度 

 

４．研究の趣旨・概要 

  地球上の原核生物を主体とした微生物の総細胞数は1030個と言われており、この総量は

炭素ベースで地球上の植物の総量に匹敵すると言われている。それら微生物が地球環境

中での物質循環において果たす役割は極めて大きいのは言うまでもなく、それらの微生

物を正しく評価（定性・定量）するための技術と、その制御技術を含めた微生物利用技

術の創成は環境保全において欠くことの出来ない技術の両輪である。本研究では、特定

の標的微生物群と複合微生物群全体を迅速かつ網羅的に定性・定量を行う手法を確立し、

その技術を環境質評価（遺伝子組み換え微生物導入後の環境試料、汚染水など）に活用

することを目的とする。具体的には、(1)迅速・網羅的微生物検出のための基盤技術の開

発に関する研究と、(2)環境質評価のための微生物種検出DNAプローブの設計・評価と計

測標準物質の整備、検出技術の環境への適用の二つのサブテーマを実施する。 

   これにより、遺伝子組み換え微生物の第一種使用時において、カルタヘナ法に基づく

バイオレメディエーション利用指針に関わる様々な微生物評価において有用な技術を提

供し、その指針の具体化を進める上での支援技術となることが期待される。 

 

５．研究項目及び実施体制 

  ①迅速・網羅的微生物検出のための基盤技術の開発に関する研究（産業技術総合研究所） 

 ②環境質評価のための微生物種検出DNAプローブの設計・評価と計測標準物質の整備、検 

  出技術の環境への適用（産業技術総合研究所） 
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